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大厳寺高原雪上特設舞台から

　　　　　　　　　　　　※倉8～9に写真摘載
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ギ馨i購灘癒選えて講

　～俊藤町畏就任あいさつ～　》・P2

ゼ麟議金議員の額ぶれ凄
　～選拳結桑を嫡載～　勤P3

ギ噸穫獺鵜講雛て講
　～産業繰よりお纈らせ～　艶P4～5

ゼ海外欝鯵鰻籍講

　～松議隻の海外捧験談～　疑P6～7
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　～漸しい麟醸交流鍛紹介～　矩P！0
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おめでた（出生）

該当なし

おくやみ（死亡）

樋口　哲男さん

佐藤　トヨさん

欝沢米作さん
妻島まついさん

佐藤　藤松さん

由岸フジノさん
小野塚染五郎さん

69歳　松之山（泉屋）

96歳　蓉　根（千坂〉

80歳　北浦鑓（たて）

83歳　懸変立（霞甫）

綴歳　北浦蟹（林）

70歳　新　山（桶やさ〉

59歳湯本（秘泉屡〉

＊7月隻濤から7月3三欝までの届出分です。

＊広報に載せてほしくない方は、騒繊の隣

　に窓口にお謡ください。

　　　　四◎斡馨

　　　　　　　　　7月3…．揖現ぞ董三

　総人環　3，056人（一6〉
　　　男　　三，488／k　（一3〉

　　　女i，568人（一3〉
　世帯数　i，io3戸（±0〉
　　　　　（）内は麟月との比較

　町民憲章　紹糖廟定
わたしたちは松之山町罠です。郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう、

町民の合欝葉

　　i、美しい縁と嚢の中で
　　　　　　　心豊かな人になろう
　　i、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　　連俸の心をもとう
　　1、湧きいづる湯泉のように
　　　　　　　創造のカを商めよう

温象定傭日

温象Oン9一 翠の滉

8臼 7・28 ”

9臼 ”・25 ”6・30．
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マ・
え迎

を鑑

司月
翼い

三
幸利佐．藤オ装之轟舞瞭丁長

　
こ
の
た
び
任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
に
三
度
立
候
補
し
、
幸

い
町
戻
各
位
多
数
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
い
て
涛
政
を

撞
う
こ
と
に
な
り
家
し
た
。
町
戻
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
初
心
に
帰
っ
て
誠
心
誠
慧
尽
力
し
て
参
る
所
存
で
す
の

で
、
二
期
目
局
様
な
に
ぶ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
串
し
上
げ
ま
す
。

灘
元
気
で
活
力
を
持
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
今
簸
大
の
課
題
は
市
町
村
合
併
の
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
当
藪
の
打
算
や
利
害
で
判
噺
す
る
こ
と
で
な
く
、
松
之
山

町
の
将
来
は
ど
う
い
う
姿
が
望
ま
し
い
の
か
、
二
十
葎
後
・
三
十
年
後
・

さ
ら
に
五
十
年
後
を
見
鋸
え
た
上
で
の
判
噺
が
必
要
で
す
。
後
盤
に
お

い
て
、
当
縛
の
判
断
が
誤
っ
て
い
た
と
い
う
批
判
が
な
い
よ
う
懐
重
に

選
択
し
、
方
針
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

住
民
の
皆
様
か
ら
｝
屡
議
論
を
深
め
て
頂
き
、
ご
提
霞
を
頂
き
た
く
願

っ
て
い
ま
す
。

　
少
子
蕩
齢
化
の
時
代
を
迎
え
、
人
口
の
減
少
・
過
疎
化
が
相
変
わ
ら

ず
続
い
て
い
る
状
態
で
す
が
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
両
け
て
、
温
泉
や

棚
蟹
に
ブ
ナ
林
、
野
鳥
や
植
物
、
昆
虫
な
ど
の
自
然
を
浩
か
し
、
人
鷺

は
少
な
く
と
も
元
気
で
活
力
を
持
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
努
力

を
傾
濾
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
を
巡
る
傭
勢
は
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
こ
の
地
は
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
劣
ら
な
い
食
妹
の
米
を
生
産

す
る
地
域
で
す
．
優
畏
農
地
を
守
り
、
意
欲
と
自
信
を
持
っ
て
農
業
に

取
り
組
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

灘
「
森
の
学
校
漏
キ
叢
灘
縫
を
織
の
撚
点
に

　
夢
の
持
て
る
冗
気
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
尚
け
て
、
地
域
の
住
罠
の

方
か
ら
も
里
翻
プ
ラ
ン
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま

す
、
「
森
の
学
校
』
キ
ョ
ロ
ロ
は
オ
…
プ
ン
以
来
入
り
込
み
客
も
順
調

で
、
お
か
げ
さ
ま
で
評
緬
も
良
好
で
す
．
こ
こ
が
、
松
之
山
の
構
報
や

喪
さ
を
雛
界
に
両
け
て
発
儒
で
き
る
拠
点
施
設
に
な
る
よ
う
、
さ
ら
に

地
域
の
多
く
の
人
達
や
都
会
の
人
達
の
交
流
の
場
と
な
り
、
硯
修
の
場
、

体
験
の
場
と
し
て
ス
ム
…
ズ
に
進
展
し
て
い
く
よ
う
運
営
に
努
力
し
、

全
鼠
に
淀
舅
さ
れ
る
よ
う
な
施
設
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

懸
環
境
整
備
と
地
場
産
業
の
畜
成

　
松
之
山
町
の
生
活
環
境
問
題
を
見
る
と
、
道
踏
の
整
備
は
欠
か
せ
な

い
大
切
な
条
件
で
す
。
圏
・
県
道
の
整
備
は
む
ろ
ん
で
す
が
、
町
道
．

集
落
内
道
踏
の
整
備
に
も
財
政
の
諮
す
限
り
取
り
組
み
、
住
民
の
利
便

性
の
肉
上
と
安
心
し
て
住
め
る
環
境
整
備
に
尽
力
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　
さ
ら
に
、
建
設
事
業
が
町
の
基
幹
産
業
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
実

態
を
直
襖
し
、
治
街
治
水
事
業
や
農
業
基
盤
整
備
な
ど
公
共
事
業
の
誘

致
に
陶
け
て
の
要
望
活
動
を
よ
り
～
鰯
強
力
に
推
進
し
、
就
業
の
場
の

確
保
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。
景
気
低
迷
の
中
で
、
著
い
人
達
の
就
業
の

場
の
拡
大
は
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
地
場
産
業
の
育
成
を

図
っ
て
働
く
場
の
拡
大
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
松
之
出
保
育
勝
の
老
朽
化
に
伴
い
今
年
新
し
い
保
育
湧
を
建

設
中
で
す
が
、
こ
こ
が
完
成
後
は
松
里
保
竃
勝
・
浦
溝
保
育
所
を
統
合

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
統
舎
し
た
こ
と
に
よ
り
、
園
晃
や
保
護
者

か
ら
サ
…
ビ
ス
が
低
下
し
た
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
、
運
営

に
は
万
全
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
愚
っ
て
お
り
ま
す
。

　
地
方
自
治
の
原
点
は
地
域
住
民
の
二
…
ズ
を
的
確
に
掘
握
し
、
そ

れ
を
い
か
に
市
町
村
政
に
反
映
す
る
か
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
一
屡
住
罠
の
憲
向
を
尊
重
し
、
住
罠
の
二
ー
ズ
に
添
つ
た

町
政
を
行
う
よ
う
努
力
い
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
何
分

の
ご
協
力
を
お
願
い
串
し
上
げ
ま
す
。

2

今
回
の
選
挙
で
改
選
さ
れ
た

村山　里志
73歳　無斯属現

　ζ赤倉・下宮…朗

村山　邦一
　63歳　共産現
　【橋詰・上之出…

小林　要一
64歳　無所属理

　【湯慶五郎剖

欝
璽

高橋英一
　69歳共産現
　ζ中尾・平吉養

竹内二三四
67歳　無駈属現

　【豊田・為えん】

重野　和子
69歳　無駈属現

　ζ下籔池・隠居讐

相沢　正平
52歳　無漸属現

　【小谷・水上｝

翻騒臓麗
高橋洋一
52歳無駈属現
【湯本・まるたか肇

．
齢

弘套
導
　
ダ

ビ
郵

1，834票利幸佐藤

441票小野塚嘉男

最終有権餐数二2，593人　授票者総数：2，309人

　　　　　　投藁覇終：89。05％

佐藤　喜一
68歳　無勝属現

　ζ天水越・林肇

石塚　幸貞
68歳　無筋属現
【湯の島・久兵衛】

纏写糞醸叢灘がら叢翻へ、掻麟繊順
　楼漢砂掃載t》まi勝だ。

雛鐸齢は綴嫉繊騰蕉凝撲。

雛なお、敬称1ま簸叢慧惹頂き窪1》た。

　　　灘　1

篇蕊猶

欝

嫉響灘懇 　　．｝ま1　’
騰　　　ボ　嬬翫＝一　轟　灘垂：

栂山　婁志 218．500票

村山　邦一 218．500票

小林　要一 200。506票

高橋　霊計 167．617票

佐藤　喜一 223。000票

高橋　英一 179．661票

竹内二三四 173。000票

重野　和子 203．000票

石塚幸貞 207。000票

相沢　正平 218．000票

南雲敏雄 76．000票

高橋洋一 196．213票
簸終有権養数12593人　投票者総数：2，308人　投桑峯：89．0駕

護額数煮鍛簾の数纏薯滋鶴姓簗董ま飼名の嚢補懇‘．滋る鍵鐙藥懸滋隔譲臨
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整
備
と
地
場
産
業
の
畜
成

　
松
之
山
町
の
生
活
環
境
問
題
を
見
る
と
、
道
踏
の
整
備
は
欠
か
せ
な

い
大
切
な
条
件
で
す
。
圏
・
県
道
の
整
備
は
む
ろ
ん
で
す
が
、
町
道
．

集
落
内
道
踏
の
整
備
に
も
財
政
の
諮
す
限
り
取
り
組
み
、
住
民
の
利
便

性
の
肉
上
と
安
心
し
て
住
め
る
環
境
整
備
に
尽
力
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　
さ
ら
に
、
建
設
事
業
が
町
の
基
幹
産
業
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
実

態
を
直
襖
し
、
治
街
治
水
事
業
や
農
業
基
盤
整
備
な
ど
公
共
事
業
の
誘

致
に
陶
け
て
の
要
望
活
動
を
よ
り
～
鰯
強
力
に
推
進
し
、
就
業
の
場
の

確
保
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。
景
気
低
迷
の
中
で
、
著
い
人
達
の
就
業
の

場
の
拡
大
は
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
地
場
産
業
の
育
成
を

図
っ
て
働
く
場
の
拡
大
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
松
之
出
保
育
勝
の
老
朽
化
に
伴
い
今
年
新
し
い
保
育
湧
を
建

設
中
で
す
が
、
こ
こ
が
完
成
後
は
松
里
保
竃
勝
・
浦
溝
保
育
所
を
統
合

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
統
舎
し
た
こ
と
に
よ
り
、
園
晃
や
保
護
者

か
ら
サ
…
ビ
ス
が
低
下
し
た
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
、
運
営

に
は
万
全
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
愚
っ
て
お
り
ま
す
。

　
地
方
自
治
の
原
点
は
地
域
住
民
の
二
…
ズ
を
的
確
に
掘
握
し
、
そ

れ
を
い
か
に
市
町
村
政
に
反
映
す
る
か
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
一
屡
住
罠
の
憲
向
を
尊
重
し
、
住
罠
の
二
ー
ズ
に
添
つ
た

町
政
を
行
う
よ
う
努
力
い
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
何
分

の
ご
協
力
を
お
願
い
串
し
上
げ
ま
す
。

2

今
回
の
選
挙
で
改
選
さ
れ
た

村山　里志
73歳　無斯属現

　ζ赤倉・下宮…朗

村山　邦一
　63歳　共産現
　【橋詰・上之出…

小林　要一
64歳　無所属理

　【湯慶五郎剖

欝
璽

高橋英一
　69歳共産現
　ζ中尾・平吉養

竹内二三四
67歳　無駈属現

　【豊田・為えん】

重野　和子
69歳　無駈属現

　ζ下籔池・隠居讐

相沢　正平
52歳　無漸属現

　【小谷・水上｝

翻騒臓麗
高橋洋一
52歳無駈属現
【湯本・まるたか肇

．
齢

弘套
導
　
ダ

ビ
郵

1，834票利幸佐藤

441票小野塚嘉男

最終有権餐数二2，593人　授票者総数：2，309人

　　　　　　投藁覇終：89。05％

佐藤　喜一
68歳　無勝属現

　ζ天水越・林肇

石塚　幸貞
68歳　無筋属現
【湯の島・久兵衛】

纏写糞醸叢灘がら叢翻へ、掻麟繊順
　楼漢砂掃載t》まi勝だ。

雛鐸齢は綴嫉繊騰蕉凝撲。

雛なお、敬称1ま簸叢慧惹頂き窪1》た。

　　　灘　1

篇蕊猶

欝

嫉響灘懇 　　．｝ま1　’
騰　　　ボ　嬬翫＝一　轟　灘垂：

栂山　婁志 218．500票

村山　邦一 218．500票

小林　要一 200。506票

高橋　霊計 167．617票

佐藤　喜一 223。000票

高橋　英一 179．661票

竹内二三四 173。000票

重野　和子 203．000票

石塚幸貞 207。000票

相沢　正平 218．000票

南雲敏雄 76．000票

高橋洋一 196．213票
簸終有権養数12593人　投票者総数：2，308人　投桑峯：89．0駕

護額数煮鍛簾の数纏薯滋鶴姓簗董ま飼名の嚢補懇‘．滋る鍵鐙藥懸滋隔譲臨

3
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一
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乾錨
タ
　
　
　
ち

〆
麗り

ノ

薮
汚．

廠

2聖、
灘
　今年は出穂のバラツキが大きく、登熟槻に低温・段照不足の影響を受けているため、

青未熟米の混入等による贔質低下の恐れが大きいので、収穫・乾燥・調整に万全を獺

して品質の陶上に努めてください。

難

難　
瑞

麟適鰯駁穫（畢刈りの防止〉

　●刈り取り誹團は、畠穂後鷺数ではなく穣算気温で辛

　　極皐生種や畢生種（わせじまん、ゆきの精、こしレ

　　串生種（コシヒカリ、こがねもち）一・壌，《》《翼》紺

灘適正な乾燥岱誘整　　　　　　　　　　忌『瀦灘鞭難慧駿騒ll灘騨響
劇込講の籾水分を確認して齪な乾燥温度を響簿螺，欝欝

　　設定し、過乾燥や胴翻粒の発生を防止する。

　　糖難離雛驚鎌墾毒・灘燥灘騰懇麹欝繊糠騰鍛i薙叢難．

　　糎麟縫難難麟繊灘灘・灘藻鐵i縷i叢簗醸繊蒙灘鐙i護鍵繊畿『

　　纏欝灘蓬繊鍛蘂一纒鷺鱒欝繋難穣霧翻蘇灘欝獲灘鑛糞熱籔獲隅難藻雛麟

　●綱擢りのゴムロール幡は0．i8～L2m搬を基準に、脱ぷ率を80％～85％に調整する。

　●来選は！．85mm以上のふるい目を馬い、くず米の完全除去により整粒歩合85％以上の

　　！等米に仕、上げる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

灘農作業時の事故防止　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝葦
　●無理のない作業欝爾を立て、修理点検時は必ずエンジンを止めてから行うなど、安全

　　作業の実施に心がけてください。また田畑への行き帰りの際も交通事故に十分淺慧し

　　ましょう。

懸纒難撰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
ー

　
簸
近
は
消
費
渚
の
農
産
物
に
対
す
る
安
全
・
安
、
心
を
求
め
る
声

や
、
食
品
の
表
示
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
生
産
者

が
門
特
鶏
栽
培
米
篶
」
と
し
て
販
売
す
る
に
は
次
の
事
項
に
十
分

留
意
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

王
・
特
別
栽
培
米
等
を
一
般
消
費
煮
に
販
売
す
る
場
合
は
、
農
林

物
資
の
幾
格
化
及
び
轟
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
J

　
A
S
法
）
に
基
づ
く
、
玄
米
及
び
精
米
最
質
褒
示
基
準
に
ょ
る

表
示
が
必
要
で
す
。

2
．
産
地
・
赫
種
・
産
年
の
表
承
は
、
農
産
物
検
萱
法
に
基
づ
く

米
穀
の
検
査
を
受
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

灘
米
穀
検
奮
に
つ
い
て
の
蟹
憲
点

①
米
穀
検
責
は
検
蛮
携
所
が
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
検
盃

　
を
受
け
る
場
合
は
事
前
に
北
睦
農
政
局
懸
潟
農
政
事
務
醗

　
（
憾
新
潟
食
糧
事
務
所
）
と
連
絡
を
取
り
、
検
蛮
甥
へ
米

　
を
搬
入
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

②
検
盃
に
は
3
0
㎏
当
た
り
2
5
円
（
鱗
奪
産
の
割
）
の
検
奮
料

　
が
か
か
り
濠
す
。
ま
た
、
燧
人
で
塵
接
検
盃
講
求
す
る
揚

　
禽
は
指
建
さ
れ
た
紙
袋
が
必
要
で
す
。

③
全
錘
を
計
薗
外
流
通
米
と
し
て
出
苺
す
る
農
家
に
あ
つ
て

　
は
、
農
協
で
の
検
奮
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

懸
特
溺
栽
培
米
の
販
売
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

産
業
課
農
政
係
…
…
本
撫
ま
で
　
騰
6
…
3
篠
3
2

4

　　　A　　暢　　▼　V
響

灘il鑛鱗欝 篭億4千9節0万円

驚億4千9苞20万円

τ億4千9責30万円

灘灘灘灘 1億4千9蒼30万円（予定〉

より．

を創りましょう．

制度の活用

活力ある集
に
落

ミした。これまでこの鋼度により、町内の

のようになっています。

嘱
。

ここに平成14年度の各集落協定の主な

に薄しては舗度を継続するよう強

することにより、農業及び農村の

そのために交付金の使期にあたっ

することを心がけていかなくては

　中宙問地域等薩接支払翻度が始まり、今年で4年目となりました。

各集落協定に交付された金額（園・県・町の合計〉の総額は褒のようll

　今の鰯度は、5年目となる平成16年度が最終年度となります。ここ

取り組み実績を紹介しましたので、今後の参考にしてください。

　さて、気になる鴛年度以降についてはまだ決まっていませんが、團

く働きかけを行っています。ここで重要なことは、この交付金を浩駕

地域活動がいかに活姓化しているかという実例を多く示すことです。

ては、できるだけ共同取り組み括動の中で、目に見える形として濡絹

なりません。簸終年度に苅け各集落協定の積極的な括動を期待します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磯

　　　平成繍隼度　各集落協定ごとの代表的な1代表的な取》縄み事例一覧、単位、千．，
藝　σ騨　　　　　　婆　ぜ卿織嚇　　　　伽畷

協定集落名 交付金額
共岡取9総み
活動充当額

欄人醍分額 孟　な　集　落　活　動　事　業

松之山 4，052 2，025 2，027 農遂舗義8絡千円　農機具購入36千円

．…i鋸繋『』 鞭翻1
舞婁＄撚 建畏欝禰 灘嚢辮叢蕪翻藤叢機嚢購蕪懸籔鰯

光間 3，2Q7 1，598 等，606 農遵舗装鳩ア5千円　新鐵絹水補修工事掲千円　農機具購入75千肖

繍醐1 慧纏繋 1灘籔 顯髪 縷機嚢購懸鎌麟1

水梨 6，簾69 2，458 3，7” 農遂・水路維持管理463千円　農機具購入63千円

i羅鱗 簸，纂灘．・ 獅灘 辮隷 縷灘i灘懸纐繍．、灘叢舗翻難蘇i癬、蓑纒繍灘欝㈱

大荒戸 5，335 1，059 4，276 農這舗装745千円農地管理手当24千円

欝，～、i瀬騰、、』

P欝鍛 魏鍵髪 灘馨魏 、灘簿灘縫擁灘欝i繍灘鱒麟醸麟緻㈱礫蝶
上坦手 6，239 2，494 3，745 稀わらすき込み助成602千円　農機異購入369千円

嚢・鑛灘『 ．轍灘薫 ．難麟． 紹，鐙簾 礁灘湯灘麟i繍彗i灘鰹灘欝灘鑛織騰灘纏繍・．

湯憲 4，392 驚，315 3，077 農遵・水路維持管理侶2干円　農薬購入480干円

叢一灘灘籔、…… 芸『、囎庚麟無、鎌 辮簾畿 、灘、 灘灘魏霧灘纐灘鍵i霧i購灘i灘灘麟麟i轍撚慈類懸麟蒙

天水島 1簾，327 ア，924 3，403

農道・水路維持管運眉2千円　農薬購入241千円　農作業受委説助成勿6千円
農機具購入198千円　農遍舗蓑助成955千円　かんぱい事業償還5，659千円

・i・繋懸 灘，顯1霧 妻，騨 饗灘
鑛i灘繍幾難纏蒸灘灘、1獅購灘灘叢難鱒霧難殿1・P
i灘難纐灘鰻灘撫懸懸1『

中尾 4，5｝2 等，128 3，384
農道・水路維持管理487千円　鏡ケ池維持管理纏1千円
秋葉由線復旧工事352千円

il灘懸……i・． 灘難：灘 ．鷺覆難、・ ・・鱒鱒 農機簗騰醐窃鎌懸．灘織驚難雛繍奪藤購

上籔池 2，868 1，431 窪、437 農道・水路維持管理費5鋭千円　共岡施設改造劫成金700千円

難灘蕪灘i…灘 ・i灘縷灘・ …糞1懸難 ．、難鰺．1
，麹鑓購繍鞠．、灘灘鱗雛襲鰹翻灘灘識繍難嫌覆
灘灘縫灘懸i騰

五ナ子平 1，76屡 ア04 3，057 農道・水路維持管理費88千円　投雪機整備点検52千円

灘灘懸i． 鍍萎灘磁葦嚢 灘瀬・、『 霧難欝『 、・雛懸織織欝嚢灘灘懸懸灘舞購灘難灘1．．

赤倉・東山 2，05G 820 季，230 水路維持管理費32千円　東山共同施設建設立て替え分1稔千円

嚢萎叢騰灘 蒙…鱗雛簸P ・難纈麟灘． ．鎌i醐、 ．鑛磁i灘麟灘獺嚢蒙i麟i灘灘i縫麟i灘蘇藤．』

醤根 2，3電3 925 硅，388 共岡施設維拷管理費331千円

灘灘織、…蒙 欝…簿灘灘 、蒙、纐欝，、 嚢…灘鐵1繍灘／i…i…灘拳雛灘難難嚢懸総i灘難辮欝懸難P

上之山 1，694 847 847 農遵水隠維持管理53Q千円

灘鱗舞…馨 ・
…
－灘購一 ．『麟灘蹟繰縷i難難蘇i灘．繍

中立由・中原 3，6アO 1，284 2，386

水路整備工事補助238千円　農道・水蹄維持管理3ア8千円　農薬購入128千円

農機真購入36千円　由杓留掌との交流会2等千円

蒙，灘灘、萎 灘鞭灘蒙、1 、・灘鍵縫叢鐵i醐懸雛…繋

月池 集，447 503 944 農地共同取り鰻み54千円　観修費103千円

購繊蕪、…・ 妻…i餐顯難 …灘灘鱗灘馨難購灘灘灘灘饗礫灘

豊照 2，929 玉，255 簾，674
農道・水路維持管理395千円　農機具購入73千円　農韓公園維持管理147千円

蒙ii雛灘蕪嚢 箋欝灘嚢・＝ 饗懇欝… 懸灘鑓i叢蔭譲継欝鍵難鑛欝織『謹叢機灘購澱擁醸薦霞餐

藤の前 2，676 1，330 蓬，346 矯水維持管理128千円

灘蕪難iilき 蒙繍麟嚢 …嚢灘鱒繍灘織麟魏灘灘難灘窃騰灘

計 149，362 73，322 76，040

5
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期
に
肉
妙
鷺
．
辮
＼

産
業
謙
が
葛
お
鰯
鞠
塾
鷲

　
一

が

～」

乾錨
タ
　
　
　
ち

〆
麗り

ノ

薮
汚．

廠

2聖、
灘
　今年は出穂のバラツキが大きく、登熟槻に低温・段照不足の影響を受けているため、

青未熟米の混入等による贔質低下の恐れが大きいので、収穫・乾燥・調整に万全を獺

して品質の陶上に努めてください。

難

難　
瑞

麟適鰯駁穫（畢刈りの防止〉

　●刈り取り誹團は、畠穂後鷺数ではなく穣算気温で辛

　　極皐生種や畢生種（わせじまん、ゆきの精、こしレ

　　串生種（コシヒカリ、こがねもち）一・壌，《》《翼》紺

灘適正な乾燥岱誘整　　　　　　　　　　忌『瀦灘鞭難慧駿騒ll灘騨響
劇込講の籾水分を確認して齪な乾燥温度を響簿螺，欝欝

　　設定し、過乾燥や胴翻粒の発生を防止する。

　　糖難離雛驚鎌墾毒・灘燥灘騰懇麹欝繊糠騰鍛i薙叢難．

　　糎麟縫難難麟繊灘灘・灘藻鐵i縷i叢簗醸繊蒙灘鐙i護鍵繊畿『

　　纏欝灘蓬繊鍛蘂一纒鷺鱒欝繋難穣霧翻蘇灘欝獲灘鑛糞熱籔獲隅難藻雛麟

　●綱擢りのゴムロール幡は0．i8～L2m搬を基準に、脱ぷ率を80％～85％に調整する。

　●来選は！．85mm以上のふるい目を馬い、くず米の完全除去により整粒歩合85％以上の

　　！等米に仕、上げる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

灘農作業時の事故防止　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝葦
　●無理のない作業欝爾を立て、修理点検時は必ずエンジンを止めてから行うなど、安全

　　作業の実施に心がけてください。また田畑への行き帰りの際も交通事故に十分淺慧し

　　ましょう。

懸纒難撰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
ー

　
簸
近
は
消
費
渚
の
農
産
物
に
対
す
る
安
全
・
安
、
心
を
求
め
る
声

や
、
食
品
の
表
示
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
生
産
者

が
門
特
鶏
栽
培
米
篶
」
と
し
て
販
売
す
る
に
は
次
の
事
項
に
十
分

留
意
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

王
・
特
別
栽
培
米
等
を
一
般
消
費
煮
に
販
売
す
る
場
合
は
、
農
林

物
資
の
幾
格
化
及
び
轟
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
J

　
A
S
法
）
に
基
づ
く
、
玄
米
及
び
精
米
最
質
褒
示
基
準
に
ょ
る

表
示
が
必
要
で
す
。

2
．
産
地
・
赫
種
・
産
年
の
表
承
は
、
農
産
物
検
萱
法
に
基
づ
く

米
穀
の
検
査
を
受
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

灘
米
穀
検
奮
に
つ
い
て
の
蟹
憲
点

①
米
穀
検
責
は
検
蛮
携
所
が
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
検
盃

　
を
受
け
る
場
合
は
事
前
に
北
睦
農
政
局
懸
潟
農
政
事
務
醗

　
（
憾
新
潟
食
糧
事
務
所
）
と
連
絡
を
取
り
、
検
蛮
甥
へ
米

　
を
搬
入
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

②
検
盃
に
は
3
0
㎏
当
た
り
2
5
円
（
鱗
奪
産
の
割
）
の
検
奮
料

　
が
か
か
り
濠
す
。
ま
た
、
燧
人
で
塵
接
検
盃
講
求
す
る
揚

　
禽
は
指
建
さ
れ
た
紙
袋
が
必
要
で
す
。

③
全
錘
を
計
薗
外
流
通
米
と
し
て
出
苺
す
る
農
家
に
あ
つ
て

　
は
、
農
協
で
の
検
奮
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

懸
特
溺
栽
培
米
の
販
売
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

産
業
課
農
政
係
…
…
本
撫
ま
で
　
騰
6
…
3
篠
3
2
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　　　A　　暢　　▼　V
響

灘il鑛鱗欝 篭億4千9節0万円

驚億4千9苞20万円

τ億4千9責30万円

灘灘灘灘 1億4千9蒼30万円（予定〉

より．

を創りましょう．

制度の活用

活力ある集
に
落

ミした。これまでこの鋼度により、町内の

のようになっています。

嘱
。

ここに平成14年度の各集落協定の主な

に薄しては舗度を継続するよう強

することにより、農業及び農村の

そのために交付金の使期にあたっ

することを心がけていかなくては

　中宙問地域等薩接支払翻度が始まり、今年で4年目となりました。

各集落協定に交付された金額（園・県・町の合計〉の総額は褒のようll

　今の鰯度は、5年目となる平成16年度が最終年度となります。ここ

取り組み実績を紹介しましたので、今後の参考にしてください。

　さて、気になる鴛年度以降についてはまだ決まっていませんが、團

く働きかけを行っています。ここで重要なことは、この交付金を浩駕

地域活動がいかに活姓化しているかという実例を多く示すことです。

ては、できるだけ共同取り組み括動の中で、目に見える形として濡絹

なりません。簸終年度に苅け各集落協定の積極的な括動を期待します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磯

　　　平成繍隼度　各集落協定ごとの代表的な1代表的な取》縄み事例一覧、単位、千．，
藝　σ騨　　　　　　婆　ぜ卿織嚇　　　　伽畷

協定集落名 交付金額
共岡取9総み
活動充当額

欄人醍分額 孟　な　集　落　活　動　事　業

松之山 4，052 2，025 2，027 農遂舗義8絡千円　農機具購入36千円

．…i鋸繋『』 鞭翻1
舞婁＄撚 建畏欝禰 灘嚢辮叢蕪翻藤叢機嚢購蕪懸籔鰯

光間 3，2Q7 1，598 等，606 農遵舗装鳩ア5千円　新鐵絹水補修工事掲千円　農機具購入75千肖

繍醐1 慧纏繋 1灘籔 顯髪 縷機嚢購懸鎌麟1

水梨 6，簾69 2，458 3，7” 農遂・水路維持管理463千円　農機具購入63千円

i羅鱗 簸，纂灘．・ 獅灘 辮隷 縷灘i灘懸纐繍．、灘叢舗翻難蘇i癬、蓑纒繍灘欝㈱

大荒戸 5，335 1，059 4，276 農這舗装745千円農地管理手当24千円

欝，～、i瀬騰、、』

P欝鍛 魏鍵髪 灘馨魏 、灘簿灘縫擁灘欝i繍灘鱒麟醸麟緻㈱礫蝶
上坦手 6，239 2，494 3，745 稀わらすき込み助成602千円　農機異購入369千円

嚢・鑛灘『 ．轍灘薫 ．難麟． 紹，鐙簾 礁灘湯灘麟i繍彗i灘鰹灘欝灘鑛織騰灘纏繍・．

湯憲 4，392 驚，315 3，077 農遵・水路維持管理侶2干円　農薬購入480干円

叢一灘灘籔、…… 芸『、囎庚麟無、鎌 辮簾畿 、灘、 灘灘魏霧灘纐灘鍵i霧i購灘i灘灘麟麟i轍撚慈類懸麟蒙

天水島 1簾，327 ア，924 3，403

農道・水路維持管運眉2千円　農薬購入241千円　農作業受委説助成勿6千円
農機具購入198千円　農遍舗蓑助成955千円　かんぱい事業償還5，659千円

・i・繋懸 灘，顯1霧 妻，騨 饗灘
鑛i灘繍幾難纏蒸灘灘、1獅購灘灘叢難鱒霧難殿1・P
i灘難纐灘鰻灘撫懸懸1『

中尾 4，5｝2 等，128 3，384
農道・水路維持管理487千円　鏡ケ池維持管理纏1千円
秋葉由線復旧工事352千円

il灘懸……i・． 灘難：灘 ．鷺覆難、・ ・・鱒鱒 農機簗騰醐窃鎌懸．灘織驚難雛繍奪藤購

上籔池 2，868 1，431 窪、437 農道・水路維持管理費5鋭千円　共岡施設改造劫成金700千円

難灘蕪灘i…灘 ・i灘縷灘・ …糞1懸難 ．、難鰺．1
，麹鑓購繍鞠．、灘灘鱗雛襲鰹翻灘灘識繍難嫌覆
灘灘縫灘懸i騰

五ナ子平 1，76屡 ア04 3，057 農道・水路維持管理費88千円　投雪機整備点検52千円

灘灘懸i． 鍍萎灘磁葦嚢 灘瀬・、『 霧難欝『 、・雛懸織織欝嚢灘灘懸懸灘舞購灘難灘1．．

赤倉・東山 2，05G 820 季，230 水路維持管理費32千円　東山共同施設建設立て替え分1稔千円

嚢萎叢騰灘 蒙…鱗雛簸P ・難纈麟灘． ．鎌i醐、 ．鑛磁i灘麟灘獺嚢蒙i麟i灘灘i縫麟i灘蘇藤．』

醤根 2，3電3 925 硅，388 共岡施設維拷管理費331千円

灘灘織、…蒙 欝…簿灘灘 、蒙、纐欝，、 嚢…灘鐵1繍灘／i…i…灘拳雛灘難難嚢懸総i灘難辮欝懸難P

上之山 1，694 847 847 農遵水隠維持管理53Q千円

灘鱗舞…馨 ・
…
－灘購一 ．『麟灘蹟繰縷i難難蘇i灘．繍

中立由・中原 3，6アO 1，284 2，386

水路整備工事補助238千円　農道・水蹄維持管理3ア8千円　農薬購入128千円

農機真購入36千円　由杓留掌との交流会2等千円

蒙，灘灘、萎 灘鞭灘蒙、1 、・灘鍵縫叢鐵i醐懸雛…繋

月池 集，447 503 944 農地共同取り鰻み54千円　観修費103千円

購繊蕪、…・ 妻…i餐顯難 …灘灘鱗灘馨難購灘灘灘灘饗礫灘

豊照 2，929 玉，255 簾，674
農道・水路維持管理395千円　農機具購入73千円　農韓公園維持管理147千円

蒙ii雛灘蕪嚢 箋欝灘嚢・＝ 饗懇欝… 懸灘鑓i叢蔭譲継欝鍵難鑛欝織『謹叢機灘購澱擁醸薦霞餐

藤の前 2，676 1，330 蓬，346 矯水維持管理128千円

灘蕪難iilき 蒙繍麟嚢 …嚢灘鱒繍灘織麟魏灘灘難灘窃騰灘

計 149，362 73，322 76，040
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齢
瀞
籔
魯
騨
雑
懸
軸
碧
無
撫
離
轡
懸
磯
轟
盤
纏
鞍
瀞
無
藩
轡
舞
磁
癖
群
懸
鞭
藩
毒
暴
灘
囁
麟
麟
聯
戯

　
　
　
　
尚
　
勇
習
か
ら
蓋
闘
、
ぼ
く
は
オ
亥
ト
ラ
夢
集

て
良
去
ス
テ
ィ
暮
護
鬼
．
初
め
て
の
海
外
で
馨
碧

　
　
つ
　
　
と
委
も
あ
り
ま
し
た
．

行
離
簸
携
矯
尉
簸
欝
は
亮
酵
複
認
蓄
疑

　
纈
鮎
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
露
　
　
　
　
　
う
ち
と
け
て
　
自
分
か
ら
も
け
っ
こ
う
質
闘
を
し
ま
し
た
。

ア
　
　
　
　
　
ち
ゃ
ん
と
し
菱
文
で
は
な
か
っ
た
か
も

　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
れ
な
い
け
ど
、
絢
こ
う
が
答
え
て
く
れ

ラ
　
　
　
　
　
た
と
き
は
．
誉
を
”
と
思
っ
て
覆

ト
　
　
　
　
　
し
ま
し
た
．
家
嬬
っ
て
暴
の
お
み
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
を
渡
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
の
．

ス
　
　
　
　
お
父
さ
ん
緯
饗
プ
レ
ゼ
ン
む
た
ら

　
　
繍
　
　
　
　
　
と
悪
琵
で
く
墾
蘇
得
け
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
く
に
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
、
ぼ
く
が
δ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
K
！
」
と
露
う
と
、
　
「
サ
ン
キ
ュ
ー
」
と

　
　
　
　
　
み
ん
な
で
麗
辺
散
策
へ
．
籔
養
右
　
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
気
に
入
っ
て
く
れ

て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
そ
の
時
は
近
駈
の
ジ
ミ
ー

の
友
人
も
来
て
い
て
、
オ
…
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
ド

ラ
ゴ
ン
ポ
…
ル
や
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
萎
な
ど
の

沼
本
の
ア
ニ
メ
を
知
っ
て
い
て
、
そ
の
誌
題
で
ず

い
ぶ
ん
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
休
賃
に
は
動
物
鐵
や
海
に
行
き
ま
し
た
。
動
物

園
で
は
、
コ
ア
ラ
や
カ
ン
ガ
ル
…
と
一
緒
に
写
真

を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
聞
近
で
見
る
の
は

初
め
て
で
、
さ
わ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
二
度

と
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
と
て
も
い
い

経
験
で
し
た
。

　
海
で
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
や
り
ま
し
た
。
オ
…

ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
は
よ
く
や
る
よ
う
で
、
み
ん
な

が
自
由
に
使
え
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
台
が
設
置
さ
れ

て
い
る
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
肉
の
大
き
さ

も
か
な
り
大
き
く
て
、
一
枚
食
べ
る
と
す
ぐ
腹
が

儀
先
蛋
の
報
馨
楼
あ
る
漢
う
難
、
蛋
縫
違
は
初
め
驚
の

覆
壌
催
難
薫
ぐ
に
横
麟
、
学
絞
や
塞
ー
嚢
ス
溌
遅
先
響

懸
無
覇
縁
叢
く
、
拶
っ
か
鰻
老
親
蕃
灘
儀
の
般
翻
を
果

懸
雛
憲
く
凝
ま
鞍
捷
．
憂
ぽ
叢
戯
糠
の
麟
簗
轄
繊
ー
雛

蕩
校
驚
は
、
そ
ん
癒
隻
徳
婁
見
蒸
松
選
鋤
蓬
雛
憾
蕊
ん

餐
に
戴
瞬
、
鎌
懸
雄
遂
留
崇
の
齢
漣
髪
考
叢
鷲
撫
る
老

書
う
叢
叢
無
麟
。
ず
ば
勢
じ
躰
叢
ど
薫
、
是
諜
案
親
勝

蒸
騨
お
騒
轡
驚
ず
。

7

い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
で
し
た
．
そ
の
後
海
に
入

り
ま
し
た
。
冬
で
寒
か
っ
た
の
で
す
が
、
白
い
浜

辺
を
闘
近
で
見
て
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
で
は
、
本
当
に
多
く
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
行
き
た
い
と
感
じ
る
鼠

で
し
た
．
簸
初
は
欝
葉
で
著
労
し
た
け
れ
ど
、
だ

ん
だ
ん
と
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
少
し
自
信

が
つ
き
ま
し
た
。
い
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

騨
轡
鍛
舘
愚
難
懸
簿

轟

聾

瑠

高橋後騰〈等隼）　　　瀧沢　遼（2年｝　　　俊藤蟹穂（2隼｝

　　　申鵬千奢（博〉　　石部淳子（舅垂率先生）

縫難譲響獺額藤簸蕊翻苺蟹

樋iコ知秀子（3年〉　；樽山魏銭i爽（蓬年）　高橋直趨｛2年〉　姪藤葵月（3隼〉

　　滝沢峯羅（2爺）　　渡辺　力（季年）　　内山徳昭G隼〉

学校のiヨ庵語授業に参舶して、隻徒達に折り紙を教える

奮曝や松之山甚句などでめいっぱい松之由を紹介
最蕎に簸りよ1がった掌校でのお驚れ会

撚灘雛
なかな演㊥親灘鑛使ぶ覗

たくさんの収穫を得て、オーストラリア短期海外硯修から帰国

⑮胴の引率を終えて

　　　　　　　　　　　引率、石部淳子

　飛行機が成腿を離陸した瞬問、生徒の間に歓声が．ぬ

がりました。7月28欝夜、こうして私たちは弩本を出

発しました。

　振り返れば全行程を通じて、派遣された生徒達はヂ町

の親善大使穿として、またr松轟の代表」としてよく

やっていたと思います。全員が英語が得愚だったわけ

ではありません、攣に英語が好きになる動機付けとし

て参舶した生徒もいます。しかし、事繭学習を重ね、

険の協力の下で実現したオーストラリア大使訪問や厳

粛な壮行会を経て、各自の中に代表としての自覚が商

まっていったようです。

　競地では実に様々な体験をしました。到蒲Eヨに行っ

たブリズベン市内見学では、ドルやセントなどのお金

の単位を学びました。翌葦ヨはノスタルジックな趣のあ

るサンドゲート地区を散策し、海辺まで行きました。

働鐙　診描　’ 藻　　「　鼎　耳　セ　　　冗）

①修を終えて佐　月

　今翻オーストラリアに行くにあたり、事前学習や準

備をたくさんしてきました。そんな申、7月20貨にオ

ーストラリア大使に表敬訪問する機会がありました。

そこでは弛の外園の方達ともたくさん会うことができ、

まずは異園の窒気に触れるという体験をしました。こ

れが終わるとあっという間に繊発当覆になりました。

　現地に藩いてからは驚きの連続でした。湿気のない

爽やかな風から、私の異國体験が始まりました。

　ザンドゲイト嵩校に行き、ホストシスターのシェル

に出会いました。私は学校案内をしてもらい、披女に

比べて自分は幼いな……と思いました．とても5歳年

下には見えない容姿に撫えて、人を接待するのがとて

もまゴ墾でした．

　友達にもたくさん繊会いました。一緒に謡したこと、

校内を散歩したこと、お昼を一緒に食べたこと、すべ

てを忘れることができません。

　ホストファミリーとも、楽しい思い患をたくさん作

りました。出会った縫、私はある壁にぶつかりま・した。

家族に絵はがきを投園したのもこの場所からです。ブ

ーンダルではアボリジニ文化を体験しました。躍縁目

に訪問した小学校では、英語で紙芝屠・折り紙・松之

山ふるさとカルタなどを紹介しました。昼休みには小

学盗と一緒に男子はサッカー、女子は鬼ごっこやおし

ゃべりを楽しみました。

　しかし、引率麿として最も思い串深い場所は、受け

入れ校のSandgate　State　gl墓h　Sd集cx）1です。映像と

盆踊りを取り入れた「松之山紹介」は、大変おもしろ

いと好評でした．理地の先生方は鑑徒達をヂ明るく礼

儀疋しい達と褒めてくれました。私たちは実に温かく

受け入れられ、当初謙画になかった段本語授業・A　F

L観戦・体育祭などにも参趨させてもらいました。驚

いたのは、松之由甚句のビデオ撮影を依頼されたこと

です。集会で盤徒達の踊りを見た先生が、ぜひ授業で

痩いたいと行ってきたのだそうです。

　生徒達にとっても、そして引率者の私にとっても、

今織の異文化体験は驚きと感動の連続でした。このよ

うな機会を与えてくださった松之由町に感謝いたします。

お母さんがフィリピン入のため識りが強く、お互い謡

が通じず蕃労しました。でも灘もたつと慣れてしま

い、遂に平淡な英語が解りにくいとさえ感じました。

そして楽になってきた墳に休日がやってきて、翼い物

に連れていってもらったり動物園や海に行ったりと、

とても有意義に遍ごしました．心醒していた食事も抵

銃なくおいしいものばかりで、特にスープをかけたご

飯は私の好物でした。

　この餅修で、英語以外にもいろいろなことを学び、

経験し、そして自分を成長させることができました。

事前学習の伺倍もの事桶を体験したことを、この先ど

う役立たせていくかが、これからの私の諜題です。
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　　選挙日平繍5無9融0田仕）

※一般選誉によ翰選鐡ずる嚢貴の建数は憩名霊蚕。

松之出驚選挙管理委員会
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い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
秋
に
農
道
で
イ
ナ
ゴ
を
食
べ
る
姿
を

見
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
飽
の
ワ
シ
タ
カ
と
の
区
劉
点
は
翼
下

醸
の
白
斑
と
麗
羽
の
形
で
、
広
げ
た
羅

羽
は
三
味
線
の
バ
チ
の
よ
う
に
真
っ
直

ぐ
か
、
ま
た
は
中
央
が
く
ぼ
ん
で
い
ま

す
。
松
之
山
の
方
叢
は
「
ト
ッ
ピ
恥
．

　
　
　
　
（
文
・
写
糞
　
村
由
祷
一
）

灘
轟
㌘
月
の
定
鍛
～
探
購
騰
轟
黙

▼
環
晴
9
月
解
β
（
土
〉

　
　
　
　
　
午
鶴
5
磯
30
分
～
8
時
3
0
分
ま
で

　
▼
探
鳥
地
　
バ
ー
ド
ピ
ア
須
山

　
　
　
　
　
　
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
臓
ロ
駐
箪
場
集
合

　
▼
そ
の
弛
　
防
寒
臭
・
雨
異
・
双
眼
鏡
な
ど
の
身
支
度
を
。
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．
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太
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会
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わ
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．
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．
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懸
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蜜
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追
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鶴
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あ
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　　　　　　　　　　すあかね　　　　 慧　はづき
朱弥ちゃん（2歳）1葉月ちゃん（2歳）

　　　　　　　　　　奪
樋G　豪・美砂予さんの長女　慧布施鶴彦・貴子さんの三女

　　　　　　　　　　を　（松之山・跡営第擁住宅）　・　　　（鶴根・聴営渋溝翻地）

　　　　　　　　　　誰
　　　　　　　　　　婁

簾「じゅげむじゅげむ……ゴっていう、ずっごくなが窪雛わたしね、パパとママからはヂパッキー」って呼ば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ～い名髄の出てくるお話し鱒ってる？　　　　　　　　叢れて蒙す．お総かきとお歌と、イチコとカレーライス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やあかねネ・テレビでいっ砧うけんめし、歎てけっこ1がとっても鍵敏の子でず．醐訪磁、雨ばっ
う醤えるようになったんだよ。すごいでしょう。うれ　雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．かり鋒ってたけど花火した？　パッキー一ん家はい～ぱ
しくて簿∈3ママの髄で発表してるんだ。擦この閤、パ　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・いやったよ．パパったら内緒でOケット祐火あげるんパにキューピットバレイの慮騨大動物圏に遵れていっ　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆてもらい濠した。いろんな勤物に餌をやっていっぱい　慧だから、も～びっくりドキドキ！口羅近少しお嫡ちゃ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ友達になっちゃた。とっても楽しかったよ、そん蒋に　雲んになりました．トイレでおしっこできるようになっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ写したあかねお気に入りの写嚢を紹介し濠した・とっ　雲たの．だけど恐いものもできちゃった．それはねヂボ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なてもグッドな気分よ。　　　　　　　　　　　　　　働
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　婁ブ・サップ」．キャーiこっちにら獣ないでってば…
【お愚さんから一讐】　　　　　　　　　　　　　　　婁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ζお母さんから一書…
　誰からでも好かれる、優しい子どもに蕎ってほしい　誕
と思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　婁　元気で思いやりのある子どもになってほしいで凱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　儲

　万事が優利な世の中1こなって、多くのことが機械化され、カを出したり歩くことが奪々少なくなっ

てきています。そして、薦がこる、菖筋がこる、腰が痛いと訴える入が多くなっています．これらは

運動不建病の特徴でず．薦や腰が痛いので、痛くならないようにその籔駈をかばうようにしがちでず。

ぞうしてばかりいると勤かさない筋肉は一鷹こったり痛むようになります．

　8常の動俸で使う筋肉は憲外と少ないものです。運動不建の人に運動を勧めると、ヂ鵬勝がないj　r忙

しくて鋳間がとれない」などの返事が返ってきますが、その多くは運動をしたくないrいいわけ」です。

やる気さえあれば、いつでもどこでもできる運動はたくさんあります、廊下の壁や柱に手を当ててカ

を入れるなど、いろんなストレッチ運動ができます．罵にトラブルがあって立てない乃は、腰掛けた

まま上半身の体操をすれぱよいのです。

藷段から利き手だけ使っている人が、脳梗塞で利き手を動ノ）、せなくな

ったとしましょう．不慢れな反対の手で食事などをしなければなりません。

イライラ状態が続き、精神釣ストし／ス1こ悩まされ蕊す。

　∈3頃から爾手を臼窃に使えるよう轡がけている人は、万が一の聴でも

余裕を持って対鯨でき謹す．薩週間に一＠は、利き手とは反対の手で歯

磨きしたり絵を描いたりして、どちらの拳も窃由に便えるようにしてお

きましょう。

　将来何が起こるかは子灘でき濠せん．　「備えあれば憂いなし」、どん

な状溌でも露律した生活を送るための基本です。

艘

レム
声葺

藏

選に霊團は、醐き響と
膜対の響を優つてみる

”

錺雛購灘鐵畿鐵・欝難

　
広
域
合
餅
を
塔
え
た
場
合
、
巖
初
に
影
響
を
受
け
る
の
は
商
工
会
関
係
だ
と
思
う
．
会
議
を
は
じ
め
と
し
た
各

種
イ
ベ
ン
ト
等
の
減
少
に
よ
る
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
．
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

「
待
つ
恥
こ
と
か
ら
「
仕
掛
け
る
篇
努
力
を
し
な
い
と
い
け
な
い
．
元
気
を
患
し
て
、
外
部
に
ア
タ
ッ
ク
し
、
リ

ピ
ー
タ
…
を
確
保
す
る
こ
と
が
璽
要
だ
と
思
う
．

　
自
分
は
こ
れ
ま
で
絹
繭
時
の
ミ
ニ
ス
キ
…
場
の
整
備
や
、
第
1
園
大

地
の
芸
術
祭
醐
鰹
に
奮
わ
せ
入
気
ア
ニ
メ
門
ト
ト
狐
」
の
羅
大
麿
板
の

“　　
　
壌
羅
欄
灘
　
　
　
　
　
　
　

必
要
だ
と
い
う
　
さ
て
ど
れ
カ
に
当
て
は
ま
る
の
か
　
い
ず
れ
に
せ
よ
　
　
　
癖
擁
P
O
魚
活
気
活
極
の

地
域
が
元
気
に
な
る
た
め
に
は
自
分
た
ち
が
樹
か
を
し
な
く
て
は
い
け
　
　
　
　
　
　
N
㈱
蜂
発
で
い
プ

な
い
時
で
あ
る
。

　
今
は
以
蔚
の
よ
う
に
、
何
を
や
っ
て
も
そ
れ
な
り
に
で
き
、
又
そ
れ
な
り
に
う
ま
く
い
っ
た
時
代
で
は
な
く
な

っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
み
ん
な
で
カ
を
合
わ
せ
、
簿
恵
を
繊
し
合
っ
て
や
っ
て
い
く
時
代
と
な
っ
て
き
て
い
る
．

　
自
分
が
議
鷺
に
な
ろ
う
と
決
慧
し
た
の
は
、
町
に
奉
仕
活
動
を
す
る
た
め
の
最
高
の
仕
事
だ
と
判
漸
し
た
こ
と

で
あ
る
。
議
員
雄
活
の
基
本
理
念
は
…
貫
し
て
門
楽
し
く
、
元
気
な
驚
づ
く
り
』
で
あ
り
、
地
域
の
濤
牲
が
あ
っ

て
初
め
て
元
気
な
町
づ
く
り
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
合
併
問
題
で
は
大
き
な
枠
緯
み
ぱ
か
り
に
気
を
取
ら
れ

が
ち
で
あ
る
が
、
合
併
を
警
え
る
基
本
は
「
こ
の
地
域
で
生
活
す
る
た
め
に
、
こ
の
地
域
の
み
ん
な
が
元
気
の
出

る
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
け
る
の
か
恥
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
自
分
の
意
見
を
本
心
で
論
議
し
合
っ
た
上
で
の
結
論
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
毒
え
て
い
る
。
ま
ず
家
庭
の

中
か
ら
話
し
奮
う
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
隣
近
所
・
集
落
・
地
載
へ
と
話
の
輪
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
．

麹
域
づ
く
り
ヒ

　
　
　
　
辮
西
町
商
工
会
翻
会
長
小
林
正
夫

町
づ
く
り
町
民
講
座
「
電
町
材
含
併
を
考
え
る
」

8
月
8
β
（
金
）

休
養
村
セ
ン
タ
…
に
て

　　ぽ膨め蜜も潔鍵＄月からの新し鱒遜際交流黄

籍滲襟謹塞滋糞穿撰麗裟滋ロノ課ツ糊と辮し裟す臨

　　ス澱悩灘讐欝護樋疹瀦警は緩添

歪懸く驚翻3灘懇懸霞鎌灘懸

　懸｛懸老葛滋轍羅勤葬か登の麹i誌

懸の建》珍捗嚢懇欝繍難樋懸の懸騰鎌懸驚薦鵜蓬磯

鞭懸滋糠難＠鷺逡震。

　欝8β鶴鐘鍵難ヌ蒙灘漆灘撚の嚢3薦添懸叢建盤ま羅

総拳．鎌鋤老灘癒護礎i磁灘まi礒驚。炎業罐羨雛懸時濾

嚢諺・溝謹熱疹数鵡灘遜騰鎌一タ疑一叢礎醗越1接、勇

趨諺麹鎌叢講瀬嚢張禁購一教鎗訟糠磁i通φ懇璃難語蓬

織礫載蕎漆乏鑛毒懸穆蜜移驚、毯の蓬老懇巻のが嚇縫炎

禁3難盤の護遜慶癒義塾灘灘懇留禁蝶る灘ピ匿癒嬢、

帰國ぽ鐵薙の8鶏総叢懸。帰鰯瀬麟の一・鶴聞鞭筆秦業珍、

絵叢歯の瓢勝縢麹際交溌鐵愚懸珍譲轡懸。

　翻際糞演簗逡聾蒸、絵蓬歯驚畿護の幾磁にお磯る餐

國の業魑灘懇懇交換、鱒お鐙る園藤交涜謹彊嚢麟蘇お

翰叢漆。鰯灘購輪獣変癒錘務滋挺覇毯凝蓬擬鑓珍まi

霧が、惹1う癒濾i隷鱒老懇鱒叢ず。ある協ぽ、一入で1負

漆義務懸ぽ癒く、翻曝i交瀧は購の皆さんの責総だとも

思ゆ癒鱒叢強．交涜勲羅蟻純総蕪涜曇縷簿懸鵬もんね。

　陰が捗、英語襲懇灘る嶽1譲ま癒醗膨懸鱒鞭欲籍い。

圏騰交灘縫ぽ叢語の勉強は要棄の一のに邊暮叢嬉ん。

葵譲交灘鉄滋の圏縢交浅郷ある護差癒叢矯建藩i鑑鳶融

鍵慧鱒ま霧。交癒逡鱒嚢のは馨欝鷺建瀬疹概淺もの聡

は麟慈．お勇ゆる地劣の習績鞭歴蔓、書驚換え紅ぱ藩

楽鎌醗醸錨繕理建決建き擬る怒め癒誘。慈就驚撮本と

欝繋碧殉の轡楽総はド蓼ムが翻爆蓬轟薫鱒るように、

欝礁懸毫繕難鰹3殉羅懸料理権砂糖が健わ腕懇鱒る畿う

健、覆灘お灘》魍勲の災イ雛蓬醐珍認違韓懇感珍獲懸黙

通の要繁難結構多鞭懇霧漢。戴閥が懸の擁の一縫》饗誘。

　渠籔議、i訟髄§歯の皆様、護職が麟薗霞鱒藤囎葱美嚇ミし

躰料理懸1蜜醗醍s園薩交淡1愚灘が疹懸漢み捗くお願

セ癒裟叢

※今月弩より、ベッキーさんに替わりダニエルさんがこのコーナーを握当します。ご愛読ください。
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　　　　　　　　　　奪
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ友達になっちゃた。とっても楽しかったよ、そん蒋に　雲んになりました．トイレでおしっこできるようになっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ写したあかねお気に入りの写嚢を紹介し濠した・とっ　雲たの．だけど恐いものもできちゃった．それはねヂボ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なてもグッドな気分よ。　　　　　　　　　　　　　　働
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　婁ブ・サップ」．キャーiこっちにら獣ないでってば…
【お愚さんから一讐】　　　　　　　　　　　　　　　婁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ζお母さんから一書…
　誰からでも好かれる、優しい子どもに蕎ってほしい　誕
と思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　婁　元気で思いやりのある子どもになってほしいで凱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　儲

　万事が優利な世の中1こなって、多くのことが機械化され、カを出したり歩くことが奪々少なくなっ

てきています。そして、薦がこる、菖筋がこる、腰が痛いと訴える入が多くなっています．これらは

運動不建病の特徴でず．薦や腰が痛いので、痛くならないようにその籔駈をかばうようにしがちでず。

ぞうしてばかりいると勤かさない筋肉は一鷹こったり痛むようになります．

　8常の動俸で使う筋肉は憲外と少ないものです。運動不建の人に運動を勧めると、ヂ鵬勝がないj　r忙

しくて鋳間がとれない」などの返事が返ってきますが、その多くは運動をしたくないrいいわけ」です。

やる気さえあれば、いつでもどこでもできる運動はたくさんあります、廊下の壁や柱に手を当ててカ

を入れるなど、いろんなストレッチ運動ができます．罵にトラブルがあって立てない乃は、腰掛けた

まま上半身の体操をすれぱよいのです。

藷段から利き手だけ使っている人が、脳梗塞で利き手を動ノ）、せなくな

ったとしましょう．不慢れな反対の手で食事などをしなければなりません。

イライラ状態が続き、精神釣ストし／ス1こ悩まされ蕊す。

　∈3頃から爾手を臼窃に使えるよう轡がけている人は、万が一の聴でも

余裕を持って対鯨でき謹す．薩週間に一＠は、利き手とは反対の手で歯

磨きしたり絵を描いたりして、どちらの拳も窃由に便えるようにしてお

きましょう。

　将来何が起こるかは子灘でき濠せん．　「備えあれば憂いなし」、どん

な状溌でも露律した生活を送るための基本です。

艘

レム
声葺

藏

選に霊團は、醐き響と
膜対の響を優つてみる

”

錺雛購灘鐵畿鐵・欝難

　
広
域
合
餅
を
塔
え
た
場
合
、
巖
初
に
影
響
を
受
け
る
の
は
商
工
会
関
係
だ
と
思
う
．
会
議
を
は
じ
め
と
し
た
各

種
イ
ベ
ン
ト
等
の
減
少
に
よ
る
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
．
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

「
待
つ
恥
こ
と
か
ら
「
仕
掛
け
る
篇
努
力
を
し
な
い
と
い
け
な
い
．
元
気
を
患
し
て
、
外
部
に
ア
タ
ッ
ク
し
、
リ

ピ
ー
タ
…
を
確
保
す
る
こ
と
が
璽
要
だ
と
思
う
．

　
自
分
は
こ
れ
ま
で
絹
繭
時
の
ミ
ニ
ス
キ
…
場
の
整
備
や
、
第
1
園
大

地
の
芸
術
祭
醐
鰹
に
奮
わ
せ
入
気
ア
ニ
メ
門
ト
ト
狐
」
の
羅
大
麿
板
の

“　　
　
壌
羅
欄
灘
　
　
　
　
　
　
　

必
要
だ
と
い
う
　
さ
て
ど
れ
カ
に
当
て
は
ま
る
の
か
　
い
ず
れ
に
せ
よ
　
　
　
癖
擁
P
O
魚
活
気
活
極
の

地
域
が
元
気
に
な
る
た
め
に
は
自
分
た
ち
が
樹
か
を
し
な
く
て
は
い
け
　
　
　
　
　
　
N
㈱
蜂
発
で
い
プ

な
い
時
で
あ
る
。

　
今
は
以
蔚
の
よ
う
に
、
何
を
や
っ
て
も
そ
れ
な
り
に
で
き
、
又
そ
れ
な
り
に
う
ま
く
い
っ
た
時
代
で
は
な
く
な

っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
み
ん
な
で
カ
を
合
わ
せ
、
簿
恵
を
繊
し
合
っ
て
や
っ
て
い
く
時
代
と
な
っ
て
き
て
い
る
．

　
自
分
が
議
鷺
に
な
ろ
う
と
決
慧
し
た
の
は
、
町
に
奉
仕
活
動
を
す
る
た
め
の
最
高
の
仕
事
だ
と
判
漸
し
た
こ
と

で
あ
る
。
議
員
雄
活
の
基
本
理
念
は
…
貫
し
て
門
楽
し
く
、
元
気
な
驚
づ
く
り
』
で
あ
り
、
地
域
の
濤
牲
が
あ
っ

て
初
め
て
元
気
な
町
づ
く
り
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
合
併
問
題
で
は
大
き
な
枠
緯
み
ぱ
か
り
に
気
を
取
ら
れ

が
ち
で
あ
る
が
、
合
併
を
警
え
る
基
本
は
「
こ
の
地
域
で
生
活
す
る
た
め
に
、
こ
の
地
域
の
み
ん
な
が
元
気
の
出

る
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
け
る
の
か
恥
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
自
分
の
意
見
を
本
心
で
論
議
し
合
っ
た
上
で
の
結
論
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
毒
え
て
い
る
。
ま
ず
家
庭
の

中
か
ら
話
し
奮
う
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
隣
近
所
・
集
落
・
地
載
へ
と
話
の
輪
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
．

麹
域
づ
く
り
ヒ

　
　
　
　
辮
西
町
商
工
会
翻
会
長
小
林
正
夫

町
づ
く
り
町
民
講
座
「
電
町
材
含
併
を
考
え
る
」

8
月
8
β
（
金
）

休
養
村
セ
ン
タ
…
に
て

　　ぽ膨め蜜も潔鍵＄月からの新し鱒遜際交流黄

籍滲襟謹塞滋糞穿撰麗裟滋ロノ課ツ糊と辮し裟す臨

　　ス澱悩灘讐欝護樋疹瀦警は緩添

歪懸く驚翻3灘懇懸霞鎌灘懸

　懸｛懸老葛滋轍羅勤葬か登の麹i誌

懸の建》珍捗嚢懇欝繍難樋懸の懸騰鎌懸驚薦鵜蓬磯

鞭懸滋糠難＠鷺逡震。

　欝8β鶴鐘鍵難ヌ蒙灘漆灘撚の嚢3薦添懸叢建盤ま羅

総拳．鎌鋤老灘癒護礎i磁灘まi礒驚。炎業罐羨雛懸時濾

嚢諺・溝謹熱疹数鵡灘遜騰鎌一タ疑一叢礎醗越1接、勇

趨諺麹鎌叢講瀬嚢張禁購一教鎗訟糠磁i通φ懇璃難語蓬

織礫載蕎漆乏鑛毒懸穆蜜移驚、毯の蓬老懇巻のが嚇縫炎

禁3難盤の護遜慶癒義塾灘灘懇留禁蝶る灘ピ匿癒嬢、

帰國ぽ鐵薙の8鶏総叢懸。帰鰯瀬麟の一・鶴聞鞭筆秦業珍、

絵叢歯の瓢勝縢麹際交溌鐵愚懸珍譲轡懸。

　翻際糞演簗逡聾蒸、絵蓬歯驚畿護の幾磁にお磯る餐

國の業魑灘懇懇交換、鱒お鐙る園藤交涜謹彊嚢麟蘇お

翰叢漆。鰯灘購輪獣変癒錘務滋挺覇毯凝蓬擬鑓珍まi

霧が、惹1う癒濾i隷鱒老懇鱒叢ず。ある協ぽ、一入で1負

漆義務懸ぽ癒く、翻曝i交瀧は購の皆さんの責総だとも

思ゆ癒鱒叢強．交涜勲羅蟻純総蕪涜曇縷簿懸鵬もんね。

　陰が捗、英語襲懇灘る嶽1譲ま癒醗膨懸鱒鞭欲籍い。

圏騰交灘縫ぽ叢語の勉強は要棄の一のに邊暮叢嬉ん。

葵譲交灘鉄滋の圏縢交浅郷ある護差癒叢矯建藩i鑑鳶融

鍵慧鱒ま霧。交癒逡鱒嚢のは馨欝鷺建瀬疹概淺もの聡

は麟慈．お勇ゆる地劣の習績鞭歴蔓、書驚換え紅ぱ藩

楽鎌醗醸錨繕理建決建き擬る怒め癒誘。慈就驚撮本と

欝繋碧殉の轡楽総はド蓼ムが翻爆蓬轟薫鱒るように、

欝礁懸毫繕難鰹3殉羅懸料理権砂糖が健わ腕懇鱒る畿う

健、覆灘お灘》魍勲の災イ雛蓬醐珍認違韓懇感珍獲懸黙

通の要繁難結構多鞭懇霧漢。戴閥が懸の擁の一縫》饗誘。

　渠籔議、i訟髄§歯の皆様、護職が麟薗霞鱒藤囎葱美嚇ミし

躰料理懸1蜜醗醍s園薩交淡1愚灘が疹懸漢み捗くお願

セ癒裟叢

※今月弩より、ベッキーさんに替わりダニエルさんがこのコーナーを握当します。ご愛読ください。
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籔
・
霧
§
蕊

野
鳥
獣
供
養
塚
が
移
転

　
松
之
山
猟
友
会
の
諸
売
輩
に
よ
っ
て
、

昭
篇
錫
年
よ
り
天
水
越
の
由
中
に
縄

ら
れ
て
い
た
野
鳥
獣
供
養
塚
が
、
毘

鰭
ら
し
の
良
い
天
水
越
字
鉄
東
地
内

に
移
転
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
猟
友

会
メ
ン
バ
ー
が
費
胴
・
労
力
を
出
し

舎
い
、
長
年
の
懸
案
が
実
境
し
た
も
の
．

今
後
蕪
奪
6
月
の
第
｝
金
曜
霞
を
鯛

祭
と
し
て
供
養
を
続
け
て
い
き
ま
す
”

望

鰹饗
筑

　　－帥、　　い　w
静

、諮．麟礁雛
鐘i辮警㌻

芯まで響く太鼓の共演籔、綾脳醐

　今館で4翻濤となるたいこ楽懸ヂひのき屡」の公演が，

溝場の町民体脊館で闘縫されました。今簿初めての試みと

して、晦内小中学校生徒鳶憲とひのき屋メンバーによる2

涼3縫の太鼓合宿を実施。当澱はその成果を息のあった見

事な演奏で被露し、観客の大喝采を受けました。町内の太

鼓グループも特別参加し、体の芯まで響く太鼓の譲演を楽

しみ蒙した．

安全運転守ってね雛5欝凋

　夏の交通纂故防庇運動にあわせ、圏道353・小谷公園で、

松之山保脊所圏児による交通安全キャンペーンが行われま

した。雨が心醍されましたが、始まる畷には霞差しが照り

つけ、汗びっしょりになって交通安全を呼びかけました。

絢霧かと止まった車も、かわいい子ども達に笑顔で安全運

転を約束していました。今年は交通鍛が多く、胴慧した王00

台分のパンフは40分余りでなくなりました。

灘き㍗
講

鷺
　
、
．

　
嚇

一『麟繭

、磯ヂ＼轡
籔
羅
β
【
W
匿
2
、

ゲ
ー
ト
ボ
蓄
ル
も

手
を
あ
げ
て

　
郡
の
交
通
安
全
協
会
が
主
藩
す

る
第
捻
園
交
通
安
全
ゲ
…
ト
ボ
…

ル
大
会
が
、
大
勘
村
公
民
館
グ
ラ

ン
ド
で
㎜
闘
催
さ
れ
、
こ
の
夏
最
轟

気
湯
を
記
録
し
た
猛
暑
の
中
、
参

舶
鷲
チ
ー
ム
は
文
字
ど
お
り
熱
い

戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
．
第
三

ゲ
ー
ト
に
洵
か
う
手
萌
の
特
設
横

噺
歩
道
を
、
手
を
あ
げ
て
渡
ら
な

い
と
罰
則
と
い
う
本
大
会
な
ら
で

は
の
ル
；
ル
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、

松
之
由
の
上
郷
手
チ
！
ム
が
見
事

優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

β　　w
“－㎡

　　　“　　一帥r　　■晒　　帥　噛r　帖－、w■嚇

　　　鴨　　　、い．　　、w　　噛　■〆帥『鍋

8
・
⑯
門
§
銭

晴
れ
て
良
か
っ
た
！

真
夏
の
雪
祭
り

　
第
”
興
・
元
視
爽
夏
の
鱈
祭
り
が

大
厳
寺
蕩
漂
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
購
天
が
珍
し
い
程
の
不
順
な
こ

の
夏
、
当
賃
も
朝
は
霧
が
か
か
っ
て

心
醍
さ
れ
ま
し
た
が
、
お
昼
に
か
け

て
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の

お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
露
の
上

で
裸
足
で
行
わ
れ
る
綱
引
き
な
ど
の

苛
酷
な
ゲ
…
ム
も
夏
な
ら
で
は
の
楽

し
み
方
．
今
翻
は
地
光
と
購
外
か
ら
、

ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
の
3
チ
ー
ム
が

参
擁
し
、
息
の
あ
っ
た
踊
り
を
披
露

し
ま
し
た
．
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　蝦
い

籔
鱒
護
↓

第
3
回
留
山
ダ
ム
祭
り
。

行
っ
て
み
ま
し
た
か
？

　
普
段
は
安
全
管
理
上
立
ち
入
り
を

禁
止
し
て
い
る
留
虚
ダ
ム
。
松
墨
血

地
改
良
紐
禽
で
は
、
皆
擦
か
ら
ダ
ム

を
も
っ
と
短
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
臼

的
に
毎
年
「
留
山
ダ
ム
祭
り
砧
を
醐

催
し
、
施
設
の
見
学
や
イ
ワ
ナ
の
つ

か
み
取
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
．
今
年
は
お
盆
と
は
思
え

な
い
駅
寒
い
天
気
と
な
り
人
串
で
は

い
ま
い
ち
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
子

ど
も
達
は
特
設
プ
ー
ル
に
放
た
れ
た

イ
ワ
ナ
を
冗
気
い
っ
ぱ
い
追
い
か
け

て
い
ま
し
た
。
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懸
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．
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安
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催
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繰
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．
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萌
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；
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取
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インフルエンザはその葎によりヂ製」を変えて流行します。特に高齢看はインフルエンザにかかると腕炎

を勝発し、璽癒化しやずいと霧われていまず、今葎も次のとおり箏防接種を実施しまずのでお露らせします。

●串し込みは一…
各鷹療機関の受付に、ご自分で直接虜し込んでください。

松之山診療所では9月王0繕がら受け付けます。

●接種を受ける場勝は……
串し込んだ匿療機関で欝時を決めて受けてください。

●いつ受けたらよいか……
インフルエンザが流行する萌、できるだけ鐙議5欝から
捻月3獺の間に受けてください。

●接種方法や料金はどうなるのか一…

罪爵

※この表の料金は松之庸診療斯で受けた場合です・勉の曙療機関では多少異なることがあります・

不明な点は保健センターにお鷺い含わせくださいゆ倣6－3705

醸
幼
兜
緩
療
費
助
成
事
業
の
受
給

　
奢
談
（
県
幼
・
単
幼
）
は
、
錘

　
年
9
月
三
臼
よ
り
新
し
い
受
給

　
麿
証
に
変
わ
り
ま
す
。
賓
い
受

　
給
春
証
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

　
の
で
交
付
串
講
の
手
続
き
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。

臨
次
の
場
禽
は
助
成
鰯
度
が
変
わ

　
る
た
め
新
た
に
交
慰
串
講
の
手

　
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
衝
参
懸

①
県
幼
医
療
受
給
奢
（
！
歳
か
ら

　
4
歳
未
満
）
で
今
奪
9
月
以
降

　
に
満
4
歳
に
達
し
た
場
合
は
、

　
単
幼
緩
療
受
給
者
ハ
4
歳
か
ら

　
就
学
箭
ま
で
の
入
院
の
み
対
象
）

　
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
乳
兜
緩
療
費
助
成
事
業
（
満
王

　
歳
未
満
）
に
よ
る
助
成
を
受
け

　
て
い
る
方
は
、
満
1
歳
に
達
し

　
た
翌
月
か
ら
は
幼
兇
鷹
療
助
成

　
事
業
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

麟
講
又
給
』
響
談
の
｛
父
付
溝
繍
贈
は
、
　
印

　
鑑
と
保
険
誕
（
写
し
で
鍵
い
）

　
を
持
参
の
上
、
賜
保
健
セ
ン
タ

　
茎
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

襲
問
い
合
わ
せ
先
n
町
保
健
セ
ン

　
タ
…
　
費
6
－
3
7
0
5

　
保
健
橿
糧
係
　
小
野
塚
ま
で

幼
驚
獲
療
費
助
載
事
業

の
憂
給
警
蕪
の
璽
新
等

緯
つ
い
て

町1バ聯鰍齢りら臨織こ諭なん灘
営　　線健鷺ンターの橿鋤送遷繋一ビスを凄灘驚くだきも㌔

ノ噸　　　患春輸送バスが野営バスと兼馬になったことから、診療藩に来る愚音さん

ス鷹謎蕊おか嚇ていま凱ノ需ス停鰹繊てほ騨とい懐銚あり
か董蟄慧麓ゑバスが多くなり危験が隙とから舷でどおりとする

ら　　バス停まで歩くことがつらい方、特に踏段がなんぎ方は、ご遠慮なく禰祉

お　 送迎サービスをご利罵ください。

源鷹　　繧運行日　毎遇月曜黛と木曜旧　朝8時30分から夕方S時まで
し葱　　　纏串し込み　測駕したいβの離βまでにお電誕ください。

　　　　　　保健センター　容6－3705まで

県懲軸轡漁ゆ⑳曝⑫弩登奮◎ゆむ⑰額喚銘轡扱⑳ゆ働塗◎ゆ癖驚籔漁⑳ゆ瀞嶺⑰尊癖略
⑳

蜘
愚嚢霧

　お審様とのコミュニケーシ3ン能力や伝え方のレ　・

馨ベルアップの励の手蕊伝授しま凱鰯交流のi励齢卿します．
慧インストラクターに意欲のある方・又すでに活躍中　・　　撒苅象地域　大薙戸・赤禽・不老簡・松之山の一一一部・天水謁の一部

の方、ふるってご参ね聾ください．お＄し込みは⑳月8

臼（水）深でに役場娠興課：田辺まで　歌6一鱗34。

鑛8　　瞬　　／∈…目：耳z成151鋒三40月23日（フK）

　　　9130～17：30
　　　28目：軍成謹5鐸40月248（金）
　　　9：00～裕：30　（※憲泊はありません〉

猶会蜷及び内容

　　　任3目1安塚鱗駒民盆飽大会議室
　　　　インヌトラクターに求められる必要　・

　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　条僻等講義　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　28自1体験プOグラム爽践会蕩　　　　愚
　　　　　　　　　　　　　　の　　　1午前泊然環虜等　【午後】味覚工芸等　・
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総務省では多様化する国饒の住屠状溌を掘握するため、全麟から一

定の方法で選び出された地域の中で選定された約400万鍵帯に表題

の調奮をお願いします。松之山町で次の地域の巾から、それぞれ貨旗

帯ずつが対象となり豪す。対象盤帯には調萱翼がお伺いしますのでご

瞳悶い含せ　総務諜財政係　統翫撞楽：相沢まで
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イラー一）の一部製最に欠陥が確認され、メーカ

ーでは取撮薬巻と連携して部最交換等の無料修

理（リコール）を行っていますが、まだ全部の

含数まで確認できない状況です．たまたま町営

湯出懸地に設置されたものが講機種だったことや、

まれに発火の危験姓も｛皐うということから広報

でお惣らせすることにしました。まず次に該当

しているか確認し、まだ修理していない場合は

設置した業春や役場にご連絡ください。

饗ボイラーに鮎ってあるラベルを晃てください．

【機種名等F　O了Oギ8i－ACTYJ

礫　瑚RP∈32KOO　RP832KOO
　　　　RPε40KOO　 RP840KO（：〉

　　　　RPE4IKOO　 RP卜14手KOO
【製造番弩聾95・08一＊＊＊＊から99・06一＊＊＊＊

（平成7奪8月力、ら平成難葎6月までに製造）

鯉消防広場が
松代町で開催き瀧濠す。

牽9跨地域溝防本部薫催で、滴防活動に親しんでもらうことを目的に、子どもから大

羨衷で楽しんでもらえる各種体験コーナーやゲームコーナーを設鍛します。当后午後

2聴からは松之山保育漸園児がアトラクションで参加します。ぜひお出かけください。

　　繕β　鋳／平成！5葎9月玉4鶏（顕〉　お昼王2時から4蒋まで

　　■会　場／松代町役場駐車場（庁舎裏側の駐恵場です）

■高等学校楽業者
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校　　名 穣　　　　　　目 篇募撫愛曾期閥
　推繭選考（平成裕黛3月高校卒業見込みのもの）
　平成璽5鐸9月1ア臼（ガく）～10角　I　B（刃く）まで

　一般選考
　単成栃隼沁角裾日（木）～11月6鎮（木）まで

欝選　無　臼
　推騰選踏　平成15無沁月8臼（水〉
　一一般選考　　鱗ヱ成；5年1t月19段（フ｝Q

新潟テクノスクール NC機械科　自動糞整備科　電気システム科

上越テクノスクール
自動毒整備科　メ力桝コニクス科
木テルビジネス科　OA事務科

三条テクノスクール メカトqニクス科　工業デザイン科

魚沼テクノスクール 電餓施毅秘

覆駿務教籍修了嵩以上

校　　名 科　　　　　　霞 翼募集受撞期驚
　一般選考　1職15鰍o月36臼体〉研礪弓臼伽まで
雛選　考　B
　一一般選⇒誉　　平成15鐸三1葦月39澱（フ蝕）

三染テクノスクール 生産システム科

魚沼テクノスクール 建築科　左窟科

電謡番弩＝薮潟テクノスクール　上越テクノスクール　烹条テクノスクール　魚沼テクノスクール
　　　025－247一ア361　　　　　　　（）25－545－2190　　　　　　　0256－38－8520　　　　　　　02579・4－24達O
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インフルエンザはその葎によりヂ製」を変えて流行します。特に高齢看はインフルエンザにかかると腕炎

を勝発し、璽癒化しやずいと霧われていまず、今葎も次のとおり箏防接種を実施しまずのでお露らせします。

●串し込みは一…
各鷹療機関の受付に、ご自分で直接虜し込んでください。

松之山診療所では9月王0繕がら受け付けます。

●接種を受ける場勝は……
串し込んだ匿療機関で欝時を決めて受けてください。

●いつ受けたらよいか……
インフルエンザが流行する萌、できるだけ鐙議5欝から
捻月3獺の間に受けてください。

●接種方法や料金はどうなるのか一…

罪爵

※この表の料金は松之庸診療斯で受けた場合です・勉の曙療機関では多少異なることがあります・

不明な点は保健センターにお鷺い含わせくださいゆ倣6－3705
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ス鷹謎蕊おか嚇ていま凱ノ需ス停鰹繊てほ騨とい懐銚あり
か董蟄慧麓ゑバスが多くなり危験が隙とから舷でどおりとする

ら　　バス停まで歩くことがつらい方、特に踏段がなんぎ方は、ご遠慮なく禰祉

お　 送迎サービスをご利罵ください。

源鷹　　繧運行日　毎遇月曜黛と木曜旧　朝8時30分から夕方S時まで
し葱　　　纏串し込み　測駕したいβの離βまでにお電誕ください。
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　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　28自1体験プOグラム爽践会蕩　　　　愚
　　　　　　　　　　　　　　の　　　1午前泊然環虜等　【午後】味覚工芸等　・
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総務省では多様化する国饒の住屠状溌を掘握するため、全麟から一

定の方法で選び出された地域の中で選定された約400万鍵帯に表題

の調奮をお願いします。松之山町で次の地域の巾から、それぞれ貨旗

帯ずつが対象となり豪す。対象盤帯には調萱翼がお伺いしますのでご
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イラー一）の一部製最に欠陥が確認され、メーカ

ーでは取撮薬巻と連携して部最交換等の無料修

理（リコール）を行っていますが、まだ全部の

含数まで確認できない状況です．たまたま町営

湯出懸地に設置されたものが講機種だったことや、

まれに発火の危験姓も｛皐うということから広報

でお惣らせすることにしました。まず次に該当

しているか確認し、まだ修理していない場合は

設置した業春や役場にご連絡ください。

饗ボイラーに鮎ってあるラベルを晃てください．

【機種名等F　O了Oギ8i－ACTYJ

礫　瑚RP∈32KOO　RP832KOO
　　　　RPε40KOO　 RP840KO（：〉

　　　　RPE4IKOO　 RP卜14手KOO
【製造番弩聾95・08一＊＊＊＊から99・06一＊＊＊＊

（平成7奪8月力、ら平成難葎6月までに製造）

鯉消防広場が
松代町で開催き瀧濠す。

牽9跨地域溝防本部薫催で、滴防活動に親しんでもらうことを目的に、子どもから大

羨衷で楽しんでもらえる各種体験コーナーやゲームコーナーを設鍛します。当后午後

2聴からは松之山保育漸園児がアトラクションで参加します。ぜひお出かけください。

　　繕β　鋳／平成！5葎9月玉4鶏（顕〉　お昼王2時から4蒋まで

　　■会　場／松代町役場駐車場（庁舎裏側の駐恵場です）

■高等学校楽業者
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趨懸鱈撫1　一

校　　名 穣　　　　　　目 篇募撫愛曾期閥
　推繭選考（平成裕黛3月高校卒業見込みのもの）
　平成璽5鐸9月1ア臼（ガく）～10角　I　B（刃く）まで

　一般選考
　単成栃隼沁角裾日（木）～11月6鎮（木）まで

欝選　無　臼
　推騰選踏　平成15無沁月8臼（水〉
　一一般選考　　鱗ヱ成；5年1t月19段（フ｝Q

新潟テクノスクール NC機械科　自動糞整備科　電気システム科

上越テクノスクール
自動毒整備科　メ力桝コニクス科
木テルビジネス科　OA事務科

三条テクノスクール メカトqニクス科　工業デザイン科

魚沼テクノスクール 電餓施毅秘

覆駿務教籍修了嵩以上

校　　名 科　　　　　　霞 翼募集受撞期驚
　一般選考　1職15鰍o月36臼体〉研礪弓臼伽まで
雛選　考　B
　一一般選⇒誉　　平成15鐸三1葦月39澱（フ蝕）

三染テクノスクール 生産システム科

魚沼テクノスクール 建築科　左窟科

電謡番弩＝薮潟テクノスクール　上越テクノスクール　烹条テクノスクール　魚沼テクノスクール
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棚灘翻

16（本〉1繊1ほのぼの撚

17（斜

18dゆ難織講撫露盟映会．一キ，・・

19（日〉

20（月〉

21（火〉　讐舘1灘智

22（水〉鰍1

23（本）　ほのほの教室

24（鋤

25dゆ　峯讃劉罎認由纏灘義㌢祭

26（目〉織綴欝謙雛誉駕酪柔三飴

27㈱
28（火〉　キ媚琳館臼
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30（本）　湯鳥大学終了式
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1㈱　松之鰐簸（纐まで）一・柳口

2㈱　　ほのぼの教室

3（斜

4㈹臓雑書灘解ラ墾繹鐸㌔。。
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　今年は牧村が会場です。郡内の美術愛好

家の力作が展示されますので、ぜひご覧く

ださい．
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－
惨
．

　皆さんで楽しく走りましょう1

第曾國ゆと鯵駅儘衰強
第釧鰯健康マ轡ソン：大禽

●期　獲／嘩0月ηiヨ（土〉

●時　間／ゆとり駅伝：8時受付
　　　　健康マラソン1沿蒔30分受付
○場　漸／休養村センター

●間い含せ・申し込み

　9月26日（金）までに1

　大会事務罵（公属館）

　まで
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熊野神被境内にて

※騰連雲己事レP2・3

ギ大地の芸衛祭を終えて講
　～3名の方にご慧晃をお聞きしました～　〉P4～5

ギ敬老の欝特集議
　～畏寿の達人を紹介～　〉P6

r新農業委員の顔ぶれ謙
　～改選された捻舷の婆麟壱紹介～　〉P？

独澱驚倒議会が闘縫講
　～一般質閥での念併問題を特集～　レP8～圭0

ギ桝松二郎疑が講演議
　～町づくり町疑講座繍町村禽併を膏える」にて～　レP鱒

ギ松之出小学校に介護予跡教嚢が兜議議
　～地域と掌校のみれあいの場に～　〉P13
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おめでた（鎧生）

該当なし

おくやみ（死亡）

高橋隆一さん
轟橋マリ子さん

租澤イトさん
嵩橋寛一さん

63歳　　天水護鋳　〈助　　差垂）

66歳　　湯　　本　（坂　　新〉

82歳　　ノ」、　谷　（宮　　軸ド）

67歳　松　欝（あめや〉

＊8月1露から8月3蠣までの届出分です．

＊広報に載せてほしくない方は、届餓の時

に窓qにお話ください。

榔◎麟懲

　　　　8月3旧現在

欝
男
女
数

人
帯
総
撮

3，052人（一4〉

！，488人（±0〉

ま，564人〈一4〉

i，103戸　（±0）

（）内は蔚月との比較

　町民憲章　騨，、年，月簿｝定

わたしたちは松之出町浅です。郷烹を愛し、

みんなでよりよい騎づくりをしよう。

町罠の奮露葉

　ユ、美しい緑と雲の中で
　　　　　　　心登かな人になろう
　王、ブナの構が触れ合うように
　　　　　　　連体の心をもとう
　工、湧きいづる湯泉のように
　　　　　　　翻遣のカを蕎めよう

99

温熱2ンウー　翠の湯

響◎・”・25　　3・36・30

70自　9・23 霊5・33

※9月槍臼、肇禰は温泉街一斉休βです。

遡鵬閥なうさぎ組幽⑭

修＠9爵診臣⑨贈
　　　　　　　　　　　　　　　　松璽保奮齎

れし、（れごあεひ（れ亡わたし亡

琢ひごひる（じ2ろ。

私りκ卜5Q〉δ憾きしこひる①．

　　　ぶうこ
小野塚今8子さん

（灘本・麹象蟹）
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窃父されこ窃⑨されご私（ご

本齢ちゃ＆亡し、った①。
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